
イ
ネ
の
生
畏

は
種

子
を
地

に
お

ろ
し

た
と

き
か

ら
始
ま

る。
こ
の
種
＋

に
は

生
命

と
可
饒
代

の
す
ぺ

て
が
内
蔵

さ
れ

て
い
る。
そ
の

た
め ，

よ
い
種
子

を
得

る
こ

と
に
古
く

か
ら
強

い
関
心
が

は
ら

わ
れ
て

き
た
と
聞

か
さ
れ
た。

よ
い
糧
子
と
は
、

e乱
じ

り
の
な

い

も
の
（
品
種
の
遺
伝
的
純
度

の
高

い
も

の） ，

①
発
芽
の
よ

い
も

の
（
充
実

の
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種

子

の

予

措

表1 ． 品糧別構成賽素の内容と収量

ぶぐ、" ぬ11 えさ
ひとめlし つや鑑 コシ あこさま たちIt ヒカ ＇）

慧m/*数 “”* 500本 “°* 4巫 470* 
ー
籾
裏平均数 碑 67舵 7磁 76粒 7滋

稔実歩合 認％ 88% 邸％ 切％ 88% 

千粒重 22.Sg 22.5g 22.1 g 21.8g 21.Sg 

目凛収量 紬遠 晒 600樗 蜘 邸稔

（ぃ篇） よ
い

も
の） 、

®
傷
や
繕
害
虫

の
被
害

、

寄
生
が
な

い
も
の 、
の
三
つ

に
要
約

で

さ
る。こ

の
よ

う
な
種
子

を
得

る
た
め

に
、

昔
は
採
種
11

を
吟
味

し

、且
つ 、

採
桟

は
て
い
ね

い
に`

各
晨
家
が
自

か
ら
行

っ
て

き
た
が、
現
在
は
種

子
更
新
な

ど

が
義
務

づ
け
ら

れ
た
事
な

ど
も
あ

り
、

橿
子

セ
ン
タ
ー

か
ら

の
講
入

と
い
っ
た

影
想
が
ほ

と
ん

ど
で
あ

る。

尚 、
現
在
の
「
主
要
a
殺
物
積

子
法」

の
イ
ネ
の
濤
査
基
準

で
は

、
異
品
撞．

害
に
繁
が

る
恐

れ
が

あ
り
厳
梨

で
あ
る。

10
a
に
必
蔓
な
檜
籾
量
は

10
a
当

た
り
に
必
委
な

植
籾
量

は、

ず
ば
り
4
.
5a
樗
あ

れ
ば
十
分

と
考
え

る。
そ
の
根
拠

は
図
］

に、
関
連

す
る

収
量
構
成
炭
紫
を
表
ー

に
記

し
た。

II
子
消
毒

撞
籾
泊
毒
は
、
籾
ガ
ラ

に
つ

い
て
い

る
納
駆
菌

を
仮
し
、
健
康
な
苗

を
行

て

る
た
め

に
行
う。

変
種

の
況
入
の
な

い
こ

と、
病
井
の
罹

病
が
な

い
こ

と
、
風
＊
ゃ
害
虫

の
被
得

が
ほ

と
ん

ど
な

い
こ
と
が
規
制

さ
れ、

と
く

に
植
子
伝
染

を
す
る
パ
カ
苗
納 、

セ
ン
チ
ュ
ウ
シ
ン
ガ
レ
妍

の
罹
疹
は
ま

っ
た

く
な

い
も
の
が
安
求

さ
れ
て
い
る。

ま
た、
種
+
籾

に
つ

い
て
の
事
査
基

靖
は
次
の

よ
う

に
な

っ
て
い
る。

◎
も
み
l
t

容
量
当

た
り

う
る

ち

5
6
o
g
以
上

も

ち

5
5
o
g

以
上

◎
免
芽
事

90
％
以
上

籾
ガ
ラ

に
つ

い
て
い
る
団

の
紅

子
が

兌
生

し
て

苗
の
時
代

に
出

る
病
気

の
主

な
も
の

は
、
ば

か
紺
耐·

い
も
ち
病―

ご
ま
薫
枯
病

な
ど

が
あ

る。

箱
↑
苗

で
は 、

特
に
保
温・
加
溢

す

る
こ

と
と
厚
ま
さ

す
る
た
め
、
こ

れ
ら

病
久
の
発
生
・
伝
染
が
骨
し

い
の

で
、

檜
子
消
壽

は
特

に
重
妻

で
あ

る。

晨
藁

に
よ
る
情
毒

と
異
藁

を
使

わ
な

い
温
湯
渭
資
が

あ
る。

只
藁
の
種
類
も
様
々

あ
り

、ま
た、

令
釈
倍
享
の
遠
い

で
短
時
間
処
理

法
と

長
時
間
処
罠

法
に
わ
か

れ
る。

こ
こ

で
は 、
図
2

に
示
す

よ
う

に
安

全
か
つ
Ill
便

で
榮
剤
費
も
安
上
が

り
の

粉
衣

法
と
低
漫
度
長
的
間
処
理

法
が
合

理
的
だ

と
息
う

の
で
わ
か
り
や

す
く
図

解
し

た。
留
意
点

①

希
釈
倍
事

を
正
確
に
す

る．

®

植
籾
黛

と
濠
液
量
は
同
量
（
容

黛）
か、
そ
れ
以
上

に
す
る。

®

水
温
10
℃
以
上
が
望
ま

し
い．

水
温
が
低

す
ぎ

る
と
情
毒
効
果
が

う
す
れ
る

こ
と
が
あ

る。

指導
部
長

松

浦

宇

饂
芽
・

出
芽
細
い
に
繋
が
る

上

手
な

遷
種
で

；
っ

て
得
す
る
イ
ナ
作
技
術

パ
ー
ト
11

�

一｛匹．＂m39屯ロー
籍育苗用土・床土
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〇帽土専篤鴫土は籍子の鑽いも1lく●土のもら上が，）も
，，，ない． マット冑菖の糧土にも好遍でT.

大 網 培土
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賓Ill会社大鯛培土
TEL (0235) 53-35万5
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東北富璽所
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3
月
は 、
糧
籾
を
手
に
瀑
湯
消
毒

や
藁
剤
に
よ
る
消
壽 、

浸
橿
に
よ
る

休
賑

打破
な
ど 、
イ
ネ
づ
く
り
の
冥

践が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
と
な
る 。

ま
さ
に 、
イ
ネ
づ
く
り
震
家
に
と
っ

て
、
轡
本
番
で
あ
る 。

伺
こ
と
も
は
じ
め
が
肝
心
で
あ
り 、

計
国
に
そ
っ
て 、
段
取
り
よ
く
確
冥

な
作
震
を
積
み
か
さ
ね
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る。

90
％
以
上

嘱
専
以
上

14
％
以
下

。

◎
蔓
粒
歩
合

◎
品

質

◎
水

分

＠
異
品
極
の
況
入

＠
異
物
の
汎
入

。．
2
％
以
下

＠
被
害
れ

。．
5
%
以
下

◎
品
檜
固
有
の
色
沢

を
も

っ
て
い
る

も
の。

塩
水

遺

古
代

よ
り
風

選
や
水

選
な

ど
で
遺
撞

さ
れ
て

き
た．
さ
ら

に
精
度

を
闊
め

る

た
め

に
水

に
塩
を
加
え
、
比
蒐

を
重
く

，
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